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今年度も自治委員、班長の皆さまご協力のもと地域の皆さまから「中津市社会福祉協議会

会費」を頂きました。ありがとうございました。

社協会費は、地域の福祉活動を行う上で貴重な財源となっております。三光地区で集めら

れた社協会費は、住民同士の支え合いの取り組みを進めていくため、またサロン活動など地

域福祉活動の助成として大切に使わせていただきます。この地域福祉情報紙「とんぼのめ」

も社協会費を財源とし「地域が元気になる情報紙」を目標に発行を続けていきます。



7月上旬、九州北部を中心とした豪雨災害で

お隣の市「日田市」は筑後川が氾濫するなど

甚大な被害が発生しました。そんな日田市を

支援するため、中津市社会福祉協議会がボラ

ンティアバスを運行しました。

7/17（金）から7/30（木）の期間中９日間

運行し、延べ124名の方が参加してください

ました。三光から参加された２名の方の活動

をご紹介させていただきます！

相良卓紀さん（三光佐知）

最初はどこから手を付けていいのか分からない状態で

したが、参加者16名が力を合わせ予定した作業を無事

に終えることが出来ました。炎天下とコロナ禍の中、十

分な休憩を取りながら参加者全員が心を一つにして作業

を行った結果、来た時は我々で片付けることが出来るだ

ろうかと思っていた各部屋を片付けることができました

した。正にOne for all,All for oneでした。

相良 寿美さん（三光佐知）

「災害ボランティアに行こうか？」突然の夫からの誘いに「えっ、無理」と思い

ました。しかし、私にもできる事があればと、思い切って参加しました。

濁流が窓から一気に押し寄せ床一面に散乱したガラスを一片一片拾いました。楽し

い生活が一瞬にしてこんなになってしまうのかと、あらためて災害の恐ろしさを感

じ、作業をしながら涙が出ました。ボランティアに参加し、困っている人を救える

のは必ずしも大きな力だけではない、小さな力でもたくさん集まれば大きな力にな

ると感じました。

相良 卓紀さん・寿美さんご夫妻

活動日：7/21（火）

活動内容：家具や畳の搬出、泥掻き、

割れたガラスの撤去


